
テーマ③『情報共有支援』 に関する報告

多職種連携研修を核とした取組み

西成区在宅医療・介護連携相談支援室

（受託法人：西成区医師会）



平成 ２７ 年度

区役所が事務局となり、会議体を設置

平成 ２８ 年度

区の目標として、地域の中で小単位で多職種の

顔の見える関係を構築するため、まずは研修を通

じて、委員の中で顔の見える関係を構築すること

を目指し、２０～３０名の少人数で研修を３回実施

平成 ２９ 年度

西成区医師会に相談支援室設置

外部から講師の方をお招きし、ワークショップ

などを通じて区の課題を会議で共有

シンポジウムの開催と、在宅医療マップ作成

会議の委員や区役所の担当者が都度変わることへの課題と

研修に参加されない方も区の取り組みが把握でき、繋がった

取り組みができるよう、研修の総括課題を共有する「多職種

連携研修報告書」を作成

区民啓発ワーキング多職種連携研修
ワーキング

在宅医療介護連携推進会議



平成２９年度 多職種連携研修報告書

平成３０年度テーマ

「情報共有ツール」

多職種連携研修３回を通して共通したポイント

◆ チーム内で目標(ご本人の希望や目標を踏まえた上で支援者間の目標)

を設定し、今後の方針、連絡先を共有。

多職種の役割を相互理解し、役割を分担する。

◆ 話し合いの場の重要性(サービス担当者会議など)

◆ 多職種間で共通のツールが必要。

◆ インフォーマルな支援の重要性(ご家族・地域など)、西成区は単身高齢

者が多い。支援が必要な人への気づきと気づきのための啓発が必要。

出てきた課題の１つに

「共通のツールが必要」

日常の
療養支援

看取り退院支援

急変時の
対応

● 既存の情報共有シートの有無を聞き取り調査

過去に医師とケアマネジャーでアポイントをとるシート

が作成された経緯があったが、活用が様々であった。

どの局面でも多職種間で活用できるツールの１つの手法と

して入り口部分であるアポイントメントシートのリニューアル

ワーキングで事前にたたき台を作成し、活用の幅を

更に広げるために研修の中で作成することとなる



内容 ： 多職種連携研修報告書に添って昨年度の

取り組みと研修を通じて出てきた課題を共有

平成３０年度の多職種連携研修

内容 ： オレンジチームから事例を通じてツールを

活用した連携

内容 ： 訪問看護師から事例を通じてツールを活用した

連携手段と、退院支援におけるミニシンポジウム

研修１回目(54名）

● 平成30年度多職種研修の流れ

研修２回目(54名）

研修３回目（ケアマネジャーを中心に１５０名）

昨年度から少し規模を広げ、今年度も研修３回を継続

多職種間で連携を図るため

「enishinariシート」が完成

ご意見をもとに修正を重ねる

たたき台のシートの中身と連携する際に相互で

気をつけるポイントをグループワークでご意見頂く

● 完成した「enishinariシート」を研修の中でご紹介

● 入退院支援の手引き ・ 「enishinariシート」のご紹介

多職種連携研修を核として

「enishinariシート」が完成



平成２９年１２月

推進会議構成団体

を通じて周知

平成３０年１月

活用開始

研修で「説明書がほしい」

とのご意見を取り入れ

シートの記入法を記載

「enishinariシート」

多職種連携研修
を核として作成
している事から
作成元を
区役所で明記

【表面】

【裏面】
【連携シート】

活用の幅が広がる様

にアポイントをとる

だけではなく状態

なども記載できる

ように修正

研修で出た「相互に

気を付けるポイント」

のご意見を注意点や

エチケット表に網羅

して追記

● 目的 ： 連携ツールを活用し、多職種間でより連携を図りやすくする

● 活用法 ： 多職種間でアポイントをとるためのシート

縁×西成＝えにしなり



平成 ２８ 年度

講演

「安心して暮らすための

在宅医療と介護」

シンポジウム

区の現状と、医療・介護関係者

からの支援内容や取り組み

「自宅で最期を迎えたいと

思うときに」

～ 在宅医療を知っていますか？ ～

平成 30 年度平成 ２9 年度

講演

「住み慣れた家や地域で最後まで

自分らしく暮らすために」

～ 自分で選択できる医療と介護 ～

シンポジウム

在宅生活を希望され

る方の事例を通じて

医療・介護関係者の

支援内容や取り組み

区民啓発

多職種の役割紹介

ＤＶＤ （在宅医療を知っていますか？)

シンポジウム

実際に看取られた

ご家族に登壇して頂き

その方の事例を通じて

医療・介護関係者の

支援内容や取り組み

● 西成区の在宅医療と介護連携推進を考えるシンポジウム

「人生の最期まで
自分らしく暮らすために」

「人生の最後まで
自分らしく暮らすために」

チーム支援が受けられること、在宅を望めば選択肢として可能であることを区民の方に発信



研修１回目 (5７名）

研修２回目 (６２名）

研修３回目 （７０名）

今年度の多職種連携研修 ・ シンポジウム
令和元年度テーマ 「意思決定支援 」

内 容 ： 多職種連携研修報告書に添って昨年度の

取り組みと研修の中で出てきた課題を共有

訪問看護師から単身高齢者の意思決定支援

内 容 ： オレンジチームから認知症単身高齢者の意思決定支援

内 容 ： さらに規模を広げて、初の試みであるワールドカフェを実施

研修の１・２回目で出た意思決定支援における連携の課題に

添って多職種間で共有

シンポジウム 意思決定支援（ＡＣＰ）における

医療・介護関係者の支援について

「住み慣れたまち（西成）で

自分らしい最期を迎えるために」

～ 自分の最期は自分で決める ～

講 演 「あなたの気持ちに寄り添い、

支える在宅医療を目指して」

～在宅医の立場から～

● 多職種連携研修 ● シンポジウム

昨年度はご家族がいる方の看取りをテーマにシンポジウムを開催した経緯から、今年度は西成区の課題でもある「単身高齢者」に

焦点にあてて、意思決定支援をテーマに多職種連携研修で話し合う。その中で、区内で実際に在宅医療に携われている医師から

区の現状を含めてご講演いただき研修から繋がったテーマで西成区の取り組みを区民の方に発信するシンポジウムを開催。



今後の取り組み

● 「enishinari シート」の周知の継続と、活用状況を把握

● 意思決定支援においてのツールも検討

● 地域の小単位で、多職種連携研修の開催を検討

ご清聴ありがとうございました。


